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学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

診療科目 ご案内
ご来院の際は４００台収容可能の
駐車場をご利用ください。

●外来受診・お見舞い
　４時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
●検査・手術付添等に関わる長時間滞在
　８時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
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E-mail：info@shinkomonji-hp.jp
http://www.shinkomonji-hp.jp

NPO法人列島会
創造館クリエイティブハウス 印刷事業部

企  画

検 索新 小 文 字 病 院
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患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

内　　　科 消化器内科 内分泌・糖尿病内科
循環器内科 呼吸器内科 外　　　科 呼吸器外科
整 形 外 科 リウマチ科 形 成 外 科 皮　膚　科
泌 尿 器 科 放 射 線 科 脳神経外科 脊髄脊椎外科
救　急　科 病理診断科 リハビリテーション科 麻　酔　科

至門司港

新小文字病院
ウエスト

門司駅

北九州都市高速 4号線

トライアル

大里IC

手向山

大里戸ノ上

大里本町三丁目

戸ノ上一丁目

西鉄バス 新小文字病院前バス停で下車すぐ

門　司
郵便局

至小倉 JR鹿児島本線
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駐車場のご案内交通アクセス

71

Desig
n

松原二丁目

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針

災害対策支援室報告
医長　冨永 尚樹医師

看護エピソード
外来ＥＲ主任　山本 美穂

満足度調査結果
COVID-19 感染対策評価

病棟シリーズ　第７回
脊髄脊椎外科病棟　道免 淳子

CT装置が新しくなりました
医療技術部長 兼 放射線科技師長　茂呂田 孝一

未破裂脳動脈瘤治療
脳神経外科統括部長　駒谷 英基

入職から半年が経ちました
４月入職者の抱負

輸液について
薬剤科　牛島 麻里亜

小倉南区母原の～りんご狩り～「吉武豊湧園」小倉南区母原の～りんご狩り～「吉武豊湧園」
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トピックス 満足度調査結果(令和２年６月分）COVID-19における当院感染対策への評価
　当院が実施してきたCOVID-19における感染対策について、患者様からの評価を可視化するため、今回特別に調査を実施しま
した。医療安全管理室の協力のもと、外来、入院でそれぞれ質問項目を用意し、患者様にご記入いただきました。

COVID-19 対策への総合評価（外来）

0 50 100(%)

　また感染対策において、「病室のテーブルの清
拭を行っているか」など、看護師として行われるべ
き基本的な対策を中心に設問を設けており、「非
常に満足」は50％以上、「非常に満足」「満足」の合
算値も80～ 90%台と高い評価を頂いております。
このことは「非常に満足」と回答いただいた患者様
の割合が向上している一因とも考えられます。
　しかしながら、面会制限やドア開放による騒音、
プライバシー配慮などでご意見が出るなど、病棟
での感染対策は一定の入院患者様にとって不満
要素ともなりえることが伺えます。
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マスク着用

入館制限について
（入口や付添者の限定）

館内の備品・設備
消毒への職員の姿勢
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で
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定
し
て
い
ま
す
。
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通
常
は
小
さ
な
小
開
頭
を
用
い

て
動
脈
瘤
の
頚
部（
首
根
っ
こ
）に

ク
リ
ッ
プ
を
挿
入
し
動
脈
瘤
へ
の

血
流
を
遮
断
し
出
血
を
防
止
し
ま

　
出
血
の
原
因
と
し
て
は
、
脳
動

脈
瘤
が
破
裂
す
る
こ
と
が
多
く
、

発
症
年
齢
は
男
性
が
60
歳
台
に
、

女
性
で
は
70
歳
台
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
高
齢
化
が
く
も
膜
下
出
血
の
発

生
を
増
加
さ
せ
ま
す
。
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突
然
発
症
す
る
激
し
い
頭
痛

（
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
バ
ッ
ト
で
殴
ら
れ

る
よ
う
な
痛
み
）

● 

嘔
吐

● 

意
識
障
害

● 

運
動
麻
痺
な
ど

　
近
年
、
脳
M
R
I
・
M
R
A
の
普

及
に
よ
り
脳
ド
ッ
ク
な
ど
で
脳
動

脈
瘤
が
見
つ
か
る
頻
度
が
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
未
破
裂
脳
動
脈
瘤（
ま

だ
破
裂
の
し
て
い
な
い
脳
動
脈
瘤
）

が
発
見
さ
れ
た
後
に
く
も
膜
下
出

血
を
予
防
す
る
た
め
の
外
科
的
治

療
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
お

り
、
当
院
で
も
積
極
的
に
外
科
的

な
予
防
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
下
記
の
内
容
の
検
討
や
患
者
様

の
希
望
、
社
会
背
景
な
ど
を
考
慮

す
。
当
院
で
は
無
剃
毛（
手
術
の
際
、

髪
は
剃
り
ま
せ
ん
）

❷ 

脳
動
脈
瘤
コ
イ
ル
塞
栓
術

　 

（
脳
血
管
内
手
術
）

　
右
の
大
腿
部（
股
の
付
け
根
）あ

た
り
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、

動
脈
瘤
の
近
く
ま
で
カ
テ
ー
テ
ル

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
動
脈
瘤
内

部
に
コ
イ
ル（
プ
ラ
チ
ナ
製
剤
）を

充
填
さ
せ
て
動
脈
瘤
内
へ
の
血
流

を
遮
断
し
出
血
を
防
止
し
ま
す
。

　
開
頭
術
も
し
く
は
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
の
選
択
は
、
患
者
様
の
年
齢

や
基
礎
疾
患
の
有
無
、
動
脈
瘤
の

特
徴（
動
脈
瘤
の
場
所
や
形
態
）な

ど
を
考
慮
し
、
治
療
選
択
を
提
供

い
た
し
ま
す
。

　
当
科
で
は
脳
神
経
外
科
専
門
医
、

脳
血
管
外
科
治
療
医
、
脳
血
管
内

専
門
医
が
常
勤
し
て
お
り
、
毎
週

行
わ
れ
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通

し
て
治
療
内
容
を
検
討
し
、
患
者

様
へ
治
療
の
提
供
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
手
術
治
療
の
環
境
と
し
て

も
、
術
中
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
使
用

や
術
中
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
十

分
な
環
境
で
の
手
術
提
供
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
治
療

一
度
発
症
す
る
と
30
％
以
上
の
患
者
さ
ん
が
死
亡
し
て
し
ま
う
と
い
わ
れ
る

〝
く
も
膜
下
出
血
〞。
命
が
助
か
っ
て
も
重
篤
な
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も

多
々
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
ま
た〝
く
も
膜
下
出
血
〞は
他
の
脳
血
管

障
害
で
あ
る
脳
梗
塞
や
脳
出
血
と
比
べ
て
発
症
早
期
の
死
亡
率
が
高
い
こ

と
が
特
徴
的
で
す
。

手術治療の内容

ステント併用コイル塞栓術

コイル塞栓術

開 頭 術

く
も
膜
下
出
血
の
原
因
で
あ
る

 
脳
動
脈
瘤
に
対
し
て
の
外
科
治
療

駒谷 英基
脳神経外科統括部長

未破裂右内頚動脈瘤

動脈瘤内にコイルを挿入し、動脈瘤内へ
の血流を遮断し出血を防止します。

術　後術　前

未破裂前交通動脈瘤

クリップにより動脈瘤内の血流が無くな
り、出血を防止します。

術　後術　前

脳血管内治療 脳動脈瘤コイル塞栓術

開頭手術による治療 開頭脳動脈瘤頸部クリッピング術
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バットで殴られたような
突然の激しい頭痛

!!

意識消失

フ
ラ
～

悪心（おしん）

嘔　吐

硬　直

早
期
発
見
に
よ
る
治
療

く
も
膜
下
出
血
の
症
状

く
も
膜
下
出
血
の
原
因

手
術
治
療
に
つ
い
て

治
療
方
針
に
つ
い
て

予
防
的
外
科
治
療
の
指
針

コイル

脳動脈瘤

コイル

脳動脈瘤

ステント

脳動脈瘤

クリップ

クリップ動脈瘤

動脈瘤 コイル

① 脳動脈瘤の大きさ

予防的外科治療の指針（UCAS-Japan SUAve study PHASES risk study）

② サイズが上記より
    小 さ く て も

③ 複数の動脈瘤がある

④ 病気・習慣

⑤ 人種 フィンランド人、日本人

多発例

高血圧、多発性腎嚢胞、喫煙、多量飲酒

５～７㎜以上のサイズの動脈瘤

ⅰ 物が二重に見えるなどの症状の
 原因となっている場合（症候性）
ⅱ 前交通動脈瘤・内頚動脈後交通動脈分岐部瘤
ⅲ 動脈瘤の形がいびつである（ブレブがある動脈瘤）

久留米大学医学部医学科卒業
医学博士 臨床研修指導医

所属学会
日本脳神経外科学会
日本脳卒中学会
日本脳卒中の外科学会
日本脳神経血管内治療学会
日本脊髄外科学会
日本脳神経外科コングレス

資格
日本脳神経外科学会 専門医・指導医
日本脳卒中学会認定 脳卒中 専門医
日本脳卒中の外科学会 技術認定医
三学会承認 脳血栓回収療法 実施医
脊椎脊髄外科 専門医
日本脊髄外科学会 認定医

Heart to Heart3 2Heart to Heart
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７
階
の
脊
髄
脊
椎
外
科
病
棟
副
師
長
の
道

免
と
申
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
脊
髄
脊
椎
疾
患
に
つ
い
て
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
脊
髄
脊
椎
疾
患
と

は
、
背
骨
の
病
気
で
神
経
が
圧
迫
さ
れ
、
脊

髄
神
経
や
馬
尾
神
経
の
障
害
を
引
き
起
こ
し
、

痛
み
や
し
び
れ
、
麻
痺
を
起
こ
す
総
称
で
す
。

骨
や
軟
骨
が
神
経
を
圧
迫
し
て
生
じ
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、
骨
そ
の
も
の
が
痛
ん
で

症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

他
の
病
院
で
は
、
整
形
外
科
で
脊
椎
疾
患

（
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
脊
椎
狭
窄
症
、
圧

迫
骨
折
な
ど
）を
診
察
し
て
い
ま
す
が
、
新

小
文
字
病
院
に
は
脊
髄
脊
椎
治
療
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。

　

当
病
棟
で
は
、
脊
髄
損
傷
や
脊
椎
疾
患
を

中
心
に
急
性
期
の
治
療
や
外
科
的
手
術
前
後

の
全
身
管
理
の
看
護
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

早
期
に
リ
ハ
ビ
リ
も
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
患
者
さ
ん
は
驚
か
れ
ま
す
が
、

毎
朝
６
時
45
分
よ
り
医
師
と
の
フ
ィ
ル
ム
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
あ
と
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
や
薬
剤
師
な
ど
も
伴
っ
て
回
診
を
行
な
う

こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
神
経
症
状
や
リ
ハ
ビ

リ
状
況
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て
早
期
の
自

宅
復
帰
や
職
場
復
帰
に
つ
な
げ
、
さ
ら
に
は

退
院
後
の
生
活
も
視
野
に
入
れ
、
自
立
に
向

け
て
看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

い
、
手
術
前
後
や
日
々
の
面
会
が
で
き
ず
に

患
者
さ
ん
、
ご
家
族
と
も
に
不
安
を
強
く
抱

か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
大
変
な

中
で
も
、
看
護
師
に
対
し
て
、
気
遣
い
や
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
多
数

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
患
者
さ

ん
と
の
良
好
な
関
係
が
看
護
業
務
に
対
す
る

意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
、ご
家
族
に
寄
り
添
っ
た
看
護
が

で
き
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

脊
髄
脊
椎
外
科
病
棟 

副
師
長
　
道
免 

淳
子

第
7
回

病
棟
シ
リ
ー
ズ

ど
う 

め
ん

　

輸
液
は
大
き
く「
電
解
質
輸
液
」と「
栄
養

輸
液
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

電
解
質
の
是
正
・
維
持
に
は「
生
理
食
塩

　

輸
液
と
は
、
栄
養
や
水
分
・
電
解
質
な
ど

を
点
滴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
充
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
薬
剤
を
輸
液
製
剤
に
混
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
薬
剤
を
緩
徐
に
点
滴
投

与
し
た
り
、
緊
急
時
な
ど
の
場
合
に
薬
剤
を

速
や
か
に
血
管
か
ら
投
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
予
め
血
管
を
確
保
す
る
た
め
に

使
用
さ
れ
ま
す
。

電
解
質
輸
液

栄
養
輸
液

輸
液
の
目
的

輸
液
の
種
類

輸
液
に
つ
い
て

CT装置が新しくなりました

　

２
種
類
の
X
線
を
用
い
て
C
T

撮
影
を
行
う
こ
と
で
、従
来
で
は
不

可
能
で
あ
っ
た
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
撮
影
技
術
で
す
。
こ
の

技
術
そ
の
も
の
は
約
30
年
前
か
ら

存
在
し
ま
す
が
、画
像
処
理
に
長
時

間
か
か
り（
当
時
は
１
検
査
１
日
が

か
り
）、全
く
実
用
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
近
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
発
展
に
よ
っ
て
、普
段
の
検

査
で
も
必
要
な
時
に
い
つ
で
も
使

用
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
１
は
、腎
機
能
が
悪
い
患
者
の

造
影
C
T
検
査
で
、投
与
量
を
約
半

　

X
線
C
T
の
能
力
を
大
き
く
左

右
す
る
も
の
と
し
て
X
線
検
出
器

の
性
能
が
あ
り
ま
す
。
今
回
導
入

し
た
C
T
は
、１
秒
間
当
た
り
の

デ
ー
タ
収
集
密
度
が
従
来
の
約
2.5

倍
に
な
っ
て
お
り
、画
像
の
解
像
度

が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

よ
り
細
か
い
血
管
の
描
出
や
、従
来

見
え
に
く
か
っ
た
、血
管
内
治
療
後

の
ス
テ
ン
ト
内
腔
の
評
価
も
改
善

し
て
い
ま
す
。

分
に
減
量
し
た
症
例
で
す
。
デ
ュ

ア
ル
エ
ナ
ジ
ー
で
撮
影
し
た
低
エ

ネ
ル
ギ
ー
成
分
を
利
用
す
る
こ
と

で
、従
来
と
遜
色
の
な
い
画
像
に
な

り
ま
す
。

　

図
２
の
赤
丸
は
ス
テ
ン
ト
留
置

後
２
年
間
の
経
過
観
察
中
に
、再
狭

窄
を
指
摘
さ
れ
た
症
例
で
す
。
ス

テ
ン
ト
周
囲
も
よ
り
見
え
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
C
T
撮
影
で
は
、人
工
関

節
な
ど
の
金
属
が
撮
影
部
位
に

あ
っ
た
場
合
、金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク

ト
に
よ
っ
て
金
属
周
囲
が
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
ま
し
た（
図
３
）。

　

新
し
い
C
T
装
置
で
は
、金
属

ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
を
抑
え
、そ
の
陰

に
隠
れ
て
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

た
病
変
も
指
摘
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

ご
覧
の
よ
う
に
、C
T
の
撮
影
技

術
は
革
新
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、C
T
装
置
の
性
能
は
、病
気

の
診
断
や
治
療
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
医
療
に
お
い
て
画
像
診
断
を

行
わ
ず
に
治
療
方
針
を
決
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
に
お

い
て
も
医
療
機
器
の
定
期
的
な
更

新
は
重
要
で
、ま
た
そ
れ
を
使
い
こ

な
し
、地
域
の
皆
様
に
還
元
で
き

る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
日
々
研
鑽

を
積
ん
で
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

当
院
で
は
、2
台
体
制
で
64
列
マ

ル
チ
ス
ラ
イ
ス
C
T
が
稼
働
し
て

い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の
１
台
が
令

和
２
年
８
月
に
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

装
置
名
は
、G
E
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社（
日
野
、東
京
）

製
のR

evolution H
D

で
、列
数
こ

そ
従
来
と
同
じ
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ

イ
ス
C
T
で
す
が
、い
く
つ
か
の
先

進
的
な
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

代
表
的
な
特
徴
はD

ual Energ
y

（
デ
ュ
ア
ル
エ
ナ
ジ
ー
）撮
影
、高
分

解
能
撮
影
、金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト

除
去
技
術
の
３
つ
と
な
り
ま
す
。

高
分
解
能
撮
影

２

金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト

除
去
技
術

D
ual Energy

撮
影

１

液
」、
生
理
食
塩
液
に
カ
リ
ウ
ム
と
カ
ル
シ

ウ
ム
を
加
え
た「
リ
ン
ゲ
ル
液
」、
リ
ン
ゲ
ル

液
に
乳
酸
を
加
え
た「
乳
酸
リ
ン
ゲ
ル
液
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
と
り
あ
え
ず
水
分
・
電
解
質

を
補
給
す
る「
開
始
液（
１
号
液
）」、
脱
水

症
状
時
に
使
う「
脱
水
補
給
液（
２
号
液
）」、

水
分
や
電
解
質
の
異
常
が
是
正
さ
れ
た
後
に

使
う
、
通
常
の
状
態
で
必
要
と
さ
れ
る
電
解

質
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
む「
維
持
液（
３
号

液
）」、
手
術
直
後
に
使
う「
術
後
回
復
液（
４

号
液
）」な
ど
、
目
的
に
応
じ
た
輸
液
も
あ
り

ま
す
。

　

栄
養
補
給
の
た
め
に
は
ブ
ド
ウ
糖
・
ア
ミ

ノ
酸
・
脂
肪（
ダ
イ
ズ
油
）な
ど
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
長
期
に
わ
た
っ
て
十
分
な
栄
養
を
与

え
る
時
に
は
、
腕
や
足
の
末
梢
の
静
脈
で
は

な
く
鎖
骨
の
下
の
静
脈
か
ら
１
日
に
必
要
な

カ
ロ
リ
ー
を
含
む
輸
液
を
注
入
す
る
中
心
静

脈
栄
養（
T
P
N
）と
い
う
方
法
を
行
い
ま

す
。
維
持
液
に
加
え
て
、
高
濃
度
の
ブ
ド
ウ

糖
や
ア
ミ
ノ
酸
、ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
含
む「
高

カ
ロ
リ
ー
輸
液
」が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

必
要
な
カ
ロ
リ
ー
量
は
人
に
よ
っ
て
異
な

り
、
身
長
や
体
重
、
年
齢
、
さ
ら
に
活
動
量

や
患
者
さ
ん
の
状
態
を
考
慮
し
て
算
出
さ
れ

ま
す
。

体液管理
●

水
・
電
解
質
の
補
給
、
是
正

●

循
環
血
漿
量
の
維
持

●

酸
・
塩
基
平
衡
異
常
の
是
正

栄養補給
●

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
補
給

●

体
構
成
成
分
の
補
給

●

ビ
タ
ミ
ン
・
微
量
元
素
の
補
給

その他
●

薬
剤
投
与
ル
ー
ト
の
確
保

●

病
態
の
治
療

薬
剤
科　

牛
島 

麻
里
亜

図１

図２

図３

医療技術部長 兼 放射線科技師長　茂呂田 孝一
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熊本市

新小文字病院

人吉市

　

私
は
以
前
、
病
棟
勤
務
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
外
来
Ｅ
Ｒ
に
所
属
し
て
、
救

急
対
応
や
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
、
外
来
で
の

採
血
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
外
来
で
採
血
を
行
っ
て
い
る
際

に
患
者
さ
ん
か
ら「
○
○
さ
ん
！
久
し
ぶ

り
！
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

声
が
す
る
方
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
そ
こ

に
は
私
が
看
護
師
に
な
り
た
て
の
時
に
受

け
持
ち
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
が
病
棟
勤

務
を
し
て
い
た
の
は
10
年
前
で
す
の
で
、

そ
の
患
者
さ
ん
に
お
会
い
す
る
の
も
10
年

ぶ
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ

ん
が
私
の
こ
と
を
覚
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、
ま
た
旧
姓
で

呼
び
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
も
驚
き
、

10
年
と
い
う
年
月
の
経
過
を
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
患
者
さ
ん
の
病
状
は
落
ち
着
い

て
い
る
こ
と
、
お
孫
さ
ん
が
生
れ
た
こ
と

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
私
も
部
署
異

動
を
し
た
こ
と
、
結
婚
し
母
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
、
お
互
い
の
近
況
を
報
告
し
合
い

ま
し
た
。
10
年
経
っ
た
今
で
も
私
の
顔
と

名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
は

と
て
も
あ
り
が
た
く
、
今
回
の
出
来
事
は

私
の
心
に
い
つ
ま
で
も
残
り
、
今
後
の
励

み
に
な
り
ま
す
し
看
護
師
と
い
う
職
業
の

選
択
に
も
間
違
い
は
な
か
っ
た
、
と「
ほ
っ

こ
り
」し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
1
人
ひ
と
り
の
患
者
さ

ん
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
年
月
が
経
っ

て
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
看

護
師
を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

外
来
Ｅ
Ｒ 

主
任　

山
本 

美
穂

〜「
ほ
っ
こ
り
」と
し
た
お
話
〜

久しぶり

新小文字病院で新型コロナによる
クラスターが発生し、入社式の後の
自宅待機にはびっくりしましたが、入
職して6ヶ月が経ちました。
まだまだ知識不足で自分の未熟さを
痛感することも多いですが、先輩方
の丁寧なご指導のもと、少しずつ
日々の業務に慣れてきました。
これからも初心を忘れず、日々努力
し、患者さんに寄り添った看護を提
供できるよう頑張っていきたいと思
います。

入職して６ヵ月が経ちました。今年
はコロナ問題などがあり、不安もあ
りましたが先輩方のおかげで職場の
雰囲気にも慣れ、楽しく仕事をさせ
て頂いています。最近では、担当
患者も増え、リハビリ内容や計画に
ついて悩むこともありますが、先輩
方からアドバイスを頂きつつ頑張っ
ています。今後、病棟異動もありま
すが、今の階で吸収し学んだことを
次の病棟でも活かせるように頑張っ
ていきたいと思います。

事務部地域医療課へ入職しました
川本涼美と申します。
入職後は１階の受付で保険のこと
や受診の流れ、診療費の計算、会
計などを学び、現在は2階外来受
付を担当するようになりました。外
来受付では問診を取ったり、入院
案内などを行い、より患者さんと接
する機会が多くなりました。分から
ないことも多いですが、先輩方に教
えて頂きながら頑張りますので、よろ
しくお願いします。

入職から半年が経ちました

看護部 皆良田 千穂
かい ら だ ち ほ

地域医療課 川本 涼美
 かわ もと すず み

リハビリテーション科 山本 佳穂
 やま もと か ほ

災
害
対
策
支
援
室
報
告

熊
本
県 

人
吉
市

人吉市内を走行する新小文字病院救急車

避難所での診察

避難所・避難前避難所・避難後

自衛隊との意見交換

● 新小文字DMAT（災害派遣医療チーム）
 が人吉市内に現地入り
● 人吉球磨医療圏
 保健医療調整本部立ち上げ
● 球磨村運動公園避難所立ち上げ
● 避難所避難支援
● 避難所診察などに携わる
● 活動期間：7/5(日)～7(火)

災害派遣活動内容
　

2
0
2
0
年
７
月
４
日
午
前
４

時
50
分
、
熊
本
県
と
鹿
児
島
県
に

大
雨
特
別
警
報
が
出
ま
し
た
。
４

日
未
明
〜
朝
ま
で
の
断
続
的
な
雨

に
よ
り
、
熊
本
県
各
地
で
観
測
史
上

最
多
雨
量
を
更
新
し
、
熊
本
県
南
部

の
球
磨
川
で
は
決
壊
１
ヶ
所
と
氾

濫
11
ヶ
所
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
万
人
以
上
の
住
民
に
避
難
指

示
が
勧
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
数

の
孤
立
住
民
が
発
生
、
そ
の
中
に

は
高
齢
者
施
設
も
水
没
し
、
多
数

の
心
肺
停
止
患
者
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
受
け
、
熊

本
県
か
ら
各
県
へ
D
M
A
T
派
遣

要
請
が
出
さ
れ
、
新
小
文
字
病
院

か
ら
も
災
害
医
療
派
遣
を
行
い
ま

し
た
。我

に々
は
備
え
が
あ
る

 

門
司
に
は
新
小
文
字
病
院
が
あ
る

内
科 

救
急
科 

医
長
　
冨
永 

尚
樹
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